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特別養護老人ホーム　浮間さくら荘
北区浮間三―一一―二六　電話(３５５８)５５８３


（家族会主催）手打ち蕎麦の会（三月二十八日）
この行事は、家族会のみなさんの発想で、平成十八年から始まりました。今年で十回目の恒例行事です。
今年も厨房の委託会社「イフスコ」のＨさんが、朝の八時からさくら荘に入って、みなさんに十分に召し上がって頂こうと蕎麦を打って準備して下さっていました。

午後二時半ごろから、二階のフロアにみなさんに集まって頂き、手打蕎麦の実演が始まりました。

「今年は北海道の蕎麦粉です。二八の割合で打ちます。粉アミで三回振るい、蕎麦鉢で水を三回に分け入れ水まわしをします。角だし後、のし棒でのします。『蕎麦打ちの修行は、のし三か月、包丁三日と言われます。』一・五ミリの角に切ります。茹でるのは一分位です。そして蕎麦が切れないように優しく洗います。

蕎麦の美味しさは、挽き立て、打ち立て、茹でたての三立てです。楽しみにお待ち下さい。」と、にこやかに説明をして下さいました。（でも腰には腰痛ベルト。長い時間、お疲れさまでした。ありがとうございました。）

～利用者の方の感想～
○今年はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(つゆ),汁)が、美味しかった。大盛りで三杯も食べました。大好きなワサビを入れるのを忘れるほど、急いで食べてしまいました。（Ｈさん）
○うまかった。あんなにうまいのは久しぶりだった。打ち立て、茹でたてだったからなんだね。年に一回だけなのはさみしいよ。またお願いします。（Ｏさん）

○（何杯食べたか忘れましたが）相当食べた。美味しかった。（Ｆさん）

○二杯食べたよ。本当は更科蕎麦より藪蕎麦が好きなんだよ。＊更科蕎麦→ソバの実を挽くと中心から挽かれて出てくることから、後から出てくる粉に比べ、白く上品な香りがある。

＊藪蕎麦→抜き実も挽きぐるみ。緑色の甘皮部分を挽きこんだ鶯色の蕎麦。種皮の緑色が鮮やかなソバは香が高い。

（食通のＴさん）

お花見（四月二日、三日）
　今年の桜は、三月の末から、あっという間に咲きそろいました。「お花見」の行事は、四月二日、三日の予定。変わりやすい春の陽気にハラハラドキドキでしたが、四月二日は風もなく、ドンピシャリ！のうららかな花見日和でした。

予定通りに、浮間公園までの散歩組、ワゴン組に分かれて、午前・午後とお花見に出かけました。

そして午後は「桜のお茶会」も行われました。「さくらふわり」というピンクのケーキやさくらのプリンの火菓子とコーヒーが用意され、介護職員のピアノを聴きながら、楽しいひと時を過ごしました。

～利用者の方の感想～

○私は二日の午後に、車椅子を押してもらって浮間公園まで連れて行ってもらいました。大晴天で気持ちが良かった。外気を吸って気がはれました。（Ｙさん）

○桜は咲いても、散ってもいいですね。（Ｉさん）

○桜は少し色が薄くなっていたけれど（盛りのときはもう少し濃い）、タンポポ、すみれも咲いていて良かった。荒川の土手の散歩をしてよく見ていたから、懐かしかった。お菓子も美味しかった。ちょっと小さくて残念だった。（Ｈさん）
○もう少しゆっくりと桜を見たかった。これから八重桜が咲くからまた行きたいです。（Ｏさん）

○あらあら、あそこにも、ここにも桜が満開。きれいね、もったいないわ。（Ｗさん）

○連れ出して下さってありがとう。あっと言う間でしたね。

＊家族ボランティアさんに散歩のご協力を頂きました。お忙しい中、ありがとうございました。

お知らせ
　今回、年度の変わり目ため、左記書類を同封しております。

①料金改定の「契約書」「施設重要事項説明書」各二部

②平成二十六年度の預金報告（三月三十一日付）→精算確認書

③平成二十七年度の緊急連絡先

④（個別の期間により異なりますが）栄養ケアマネジメント、個別機能訓練計画、ケアプラン等

内容をご確認の上、サイン・捺印の上のご返信をお願いいたします。
退所のお知らせ　　　　　　　Ａ　・　Ｙ　さん
Ａさんは年末から入院をされていましたが、三か月過ぎても退院の見込みが立たないとのことで、退所をされることになりました。
Ａさんは平成二十六年四月に入所され、さくら荘の生活は一年足らずでした。どうやったら安心して過ごして頂けるか、あの手この手の工夫をしながら、白くて柔らかいＡさんの手をつないで過ごした時間を思い出しています。
笑顔で過ごされる日が早く来ますように、お祈りしています。
Ｋ　・　Ｍ　さん
　Ｋさんは、平成十七年十二月に入所され、さくら荘で九年半を過ごされました。初めの頃は自分で車椅子からベッドに移ったり、息子さんに付き添ってもらってバスハイクへも何回か参加されました。

だんだんにご自分での食事が難しくなり、通常の車椅子からリクライニングの車椅子で過ごされるようになりました。体調をこわされて入院され、薬石効なくお亡くなりになりました。
心からのご冥福をお祈り致します。（享年九十三才）
入所のお知らせ　　　　　　Ｔ ・ Ｋ　さん

Ｔさんは大正十四年生まれの九十歳です。テレビを見たり、本を読んだり、折鶴を作ったり、楽しみ事を沢山お持ちです。

「足や腰が痛くて、皆さんのお世話にならなくちゃならない。
困りんバア～なのですよ。お世話になります。ありがとうございます。」と楽しいお話をしてくださいます。
どうぞ、よろしくお願いいたします。
家族会（報告）　（三月二十八日）
①三月の報告と四月のスケジュール説明

・家族会の参加者が少なく、寂しいですね。今日はみなさんが楽しみにされている「手打蕎麦の会」です。よろしくお願いいたします。（施設長）

・手打蕎麦のために一人の職人が一日関わります。来年度から人件費の予算化を検討していただけないかと、依頼がありました。（管理栄養士）

２「介護保険」の改定について説明→詳しくは重要事項説明書


★四月の家族会・定例会は、四階フロアで


四月二十五日（土）午後一時三十分～





★四月の家族会・定例会は、二階フロアで


四月二十六日（土）午後一時三十分～








